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相浦警察署協議会第４回会議議事概要

日 時 令和３年10月25日(月) 13時30分～15時00分

場 所 相浦警察署講堂

１ 協議会

内橋会長 千住委員 松瀬委員 松瀨委員 原口委員

出 席 者 ２ 警察署

尾﨑署長 三ヶ﨑刑事生活安全課長 中野警備課長

３ 書記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、協議会からの提出意見である「夏場における少年非行

防止及び子供や女性を狙った犯罪の抑止対策の推進」について、次

のとおり説明があった。

(1) 少年非行防止について

ア 夏場における少年非行の概況については、刑法犯少年及び特

別法犯少年の検挙はなかったものの、不良行為少年７人を補導

した。

イ デジタルサイネージ及びケーブルテレビを活用した各種広報

活動、少年警察ボランティアと連携した街頭補導を実施した。

(2) 子供・女性を狙った犯罪の抑止対策について

管内の公立高校及び学童クラブに対する防犯講話を実施した。

また、本年７月７日の七夕には、管内の保育園園児が当署を訪

会議の状況 れ、署員とともに地域の安全や交通安全への願いを込めた短冊の

飾り付けを行い、出来上がった七夕飾りを当署玄関に設置した。

２ 令和３年７月から９月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 地域住民の要望等を反映した活動の推進

ア 警察安全相談の適正処理の推進

イ 被害者のニーズに対応した被害者支援の推進

(2) 犯罪の起きにくい社会づくり及び各種犯罪の未然防止と拡大防

止対策の推進

ア 夏休みにおける少年の非行防止の推進

イ 子供・女性が被害者となる各種犯罪の抑止対策の推進

ウ 高齢者を犯罪から守るための諸対策の推進

(3) 身近な犯罪の徹底検挙及び特殊詐欺事件の検挙と発生防止

ア 身近な犯罪の徹底検挙

イ 特殊詐欺事件の検挙と発生防止

(4) 交通死亡事故抑止対策の推進

ア 歩行者の道路横断時の交通事故防止

イ 飲酒運転根絶対策の推進

(5) 夏期における地域安全活動の推進

ア 夏期における各種事故防止



イ 災害発生時における適切な初動対応

(6) 有事に即応できる警備諸対策の推進

ア テロ等違法行為対策の推進

イ 自然災害への対応

３ 業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 地域住民の要望等を反映した活動の推進

ア 警察安全相談の適正処理の推進

イ 被害者のニーズに対応した被害者支援の推進

(2) 犯罪の起きにくい社会づくり及び各種犯罪被害の未然防止・拡

大防止対策の推進

ア 犯罪抑止対策の推進

イ 関係機関・団体等との協働による地域安全活動の推進

(3) 身近な犯罪の徹底検挙及び特殊詐欺事件の検挙と発生防止

ア 身近な犯罪の徹底検挙

イ 特殊詐欺事件の検挙と発生防止

(4) 交通死亡事故抑止対策の推進

ア 夜間の交通事故防止対策の推進

イ 高齢者の交通事故防止対策の推進

(5) 街頭活動の強化による犯罪の検挙及び抑止活動の推進

ア 職務質問による犯罪検挙の推進

イ 年末にかけての犯罪抑止活動の推進

ウ 巡回連絡を通じた情報発信活動の推進

(6) 有事に即応できる警備諸対策の推進

ア テロ等違法行為対策の推進

イ 自然災害への対応

４ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。

(1) 諮問テーマ

高齢者の特殊詐欺被害防止方策について

(2）協議会からの答申

会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容につ

いて確認があり、全会一致で了承された。

ア 各種警察活動を通じて、特殊詐欺被害防止のための広報啓発

を実施するとともに、特殊詐欺被害防止装置の周知と貸し出し

を推進してもらいたい。

イ 独居高齢者方や高齢者夫婦の世帯に対する注意喚起のステッ

カー等の配付を検討してもらいたい。

ウ 銀行等の金融機関やコンビニエンスストアに対し、特殊詐欺

。被害防止のための指導や協力依頼を積極的に行ってもらいたい

年末年始に向けた飲酒運転等悪質運転の取締りの強化について

これまでは新型コロナウイルスの影響で外に出る機会が少なくな

提 出 意 見 っていたが、制限が緩和されたことにより、今後は外出の機会や飲

酒の機会が増えることが予想されることから、飲酒運転をはじめと



する悪質運転の取締りを強化してもらいたい。


